
修 繕 仕 様 書 

１ 業務名 

発寒清掃工場６番投入口底板修繕 

 

２ 業務概要 

ごみ収集車により清掃工場に搬入される廃棄物は、投入ステージ内の５

番から７番までの投入口から鋼板製の底板上を滑らせ、ごみピットに貯留さ

れている。この内６番投入口の底板は、ごみ投入時の衝撃やごみ汚水の影響

により、特に腐食や亀裂損傷等、経年劣化が著しく、このまま継続使用した

場合、底板が脱落し投入口が使用できなくなり、ごみの受け入れが困難とな

る。また、脱落した底板がごみクレーンに接触するなどの重大事故発生の恐

れもある。このため、６番投入口底板に鋼板を敷設することにより、修繕を

行う。 

 

３ 履行場所 

名 称 発寒清掃工場  

所在地 札幌市西区発寒 15 条 14 丁目 1-1 

 

４ 履行期間 

  契約日から令和６年９月 30 日 

 

５ 修繕内容 

発寒清掃工場のごみ受入設備である６番投入口の既存底板上に鋼板のス

ペーサーを設置後、新設の鋼板を敷設することにより修繕を行う。なお、鋼

板の仕様等は図面を参照すること。 

 

６ 一般事項 

⑴ 現場での施工は、ごみの受け入れ停止期間中（令和６年６月２日から 

令和６年７月 23 日）に実施すること。 

⑵ 本業務の履行においては、各種法令を遵守すること。 

⑶ 業務実施中に事故が発生した場合は、速やかに業務主任に報告し、指示に

従うこと。 

⑷ 業務実施にあたって疑義が発生した場合は、担当者と協議すること。 

⑸ 工場の敷地内全て（車両内含む）における喫煙は禁止とする。 

 



７ 提出書類 

⑴  業務着手届（本市様式）   ２部 

⑵  業務完了届（本市様式）      ２部 

⑶  修繕報告書（写真等を含む 様式任意）    １部 

 

８ 担当 

札幌市環境局環境事業部発寒清掃工場管理係 ℡ 011-667-5311 
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底板全体図（新設）
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後施工アンカー 樹脂 SS400 15 M12 ネジ棒M12×120L

※　底板仕様図を参考として既存投入口底板上に新設鉄板を敷設すること
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　　投入口底板が平面となるように既存底板と新設底板の間にスペーサ -1、-2を設置すること

材料、消耗品、使用機材及び仮設等は受注者の負担とする
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